
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊勢リサイクルプラザ 
伊勢市西豊浜町６５３番地 
TEL/FAX 0596-38-2800 
http://www.iserisaikuru.jp 
Email:eco@iserisaikuru.jp 
平成 29 年 2 月吉日発行  

第 30 回環境学習会 「他人ごとではない地球温暖化」 
“今、私たちができること、しなければならないこと” 

三重県地球温暖化防止推進委員の荒川智子さんから、ごみ問題の観点からお話を伺った。 

 研修会とか学習会等で、よく利用されている「ワークショップ」を使って、私たちが地球温

暖化防止のために取り組めることをグループに分かれて話し合いをした。「夫婦で協力」「自分 

           で始めるもったいないの実行」「子供に託す」「電気のアンペアを下げ 

           る」など、多くの意見が出た。ごみ問題を中心に、積極的に話し合い 

書き出してもらえて大変良かったことを評価したい。 

            南極や北極の氷がだんだん溶けている状況をかなり以前に報道番 

組で見たことを思い出すと共に、私たちの便利になり 

すぎた生活もこの原因であると思う中で、大変良い学 

習会であった事を嬉しく思う。 

運営委員 大藪記三 

三重県は、木曽三川の恵み豊かな国内最大の内湾である伊勢湾、波穏やかで風光明媚なリ

アス式の入江が続く伊勢志摩地域。そして世界最大規模の太平洋の黒潮に接する熊野灘など

変化に富む漁場を持ち、それぞれの海域特性を活かした多様な漁船漁業や養殖業が営まれて

います。この学習会では、水産資源の持続的活用や生産技術の高度化に向け、水産研究所が

行っているアサリ・イセエビ・マハタなどの水産物を対象とした技術開発の概要を、ご紹介

いたします。 

講 師：三重県水産研究所 

主幹研究員・博士(学術) 

と き：平成 29 年 3 月 11 日(土) 13:30 ～15:00 

ところ：伊勢リサイクルプラザ 伊勢市西豊浜町６５３ 

参加費：無料     申込み：不要 

 問い合わせ：伊勢リサイクルプラザ  ℡：0596-38-2800

開催日:平成 28 年 10 月 29 日 

http://www.iserisaikuru.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

講  座  名 ３月 ４月 ５月 ６月 

着 物 リ フ ォ ー ム 教 室

（３・4・5 月の募集終了） 

    ８日(水) 

２２日(水) 

１２日(水) 

２６日(水) 

１０日(水) 

２４日(水) 

※14 日(水) 

※28 日(水) 

手 芸 ・ 小 物 教 室 ２6 日(日) 
９日(日) 

２３日(日) 
２８日(日) 

１１日(日) 

２５日(日) 

牛乳パックでペン立て作り ― ― 13 日(土) ― 

布  草  履  教  室 １2 日(日) ― １4 日(日) ― 

牛 乳 パ ッ ク で 椅 子 作 り ― ― ― 10 日(土) 

布 の リ サ イ ク ル 教 室 １8 日(土) １５日(土) 20 日(土) 17 日(土) 

新聞紙でコサージュ作り 11 日(土) ― ― ― 

廃油ｷｬﾝﾄﾞﾙ・石けん作り ― 8 日(土) ― ― 

E M ぼ か し 作 り（定員 30 名）  ２５日(土) ２２日(土) 27 日(土) 24 日(土) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 6 月からの着物リフォーム教室受講者は各市町の 4 月号広報にて募集します 

★ 定 員：各 15 名（先着順） 

★ 申 し 込 み：開催日の 1 か月前から受け付けます。 

★ 対 象 者：伊勢市、明和町、玉城町、度会町に在住または在勤者を対象とします。 

★ 時 間 : 午前１０時から正午 

★ 上記の教室は、いせトピアの「いせまなびのパスポート」のスタンプ対象講座になります。  

の予定 

    今年度も 収集した可燃ごみの一定量を調べ、燃やす 

ごみとして出してはいけない物を、一つ一つ点検してより分 

ける作業をしました。 

新聞紙・段ボール・容器包装プラスチック・布類が沢山入

っていました。「私一人くらいなら」ではなく、一人ひとりが 

        燃やさない、埋めない、ごみにしない、ご 

        みを出さないようにしましょう。 

         正しい分別が、ごみゼロ社会を目指す 

第一歩です。皆で 頑張ろう！！    

「ごみにしない！ ごみを出さない！ 工夫をしましょう」 

 

 


